
 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜２学期終業式 校長先生の話＞ 

 

残暑の８月末から、北風厳しい 12 月までの長い２学期でした。前半は、コロナ禍で緊急事

態宣言も出て、修学旅行や職場体験、文化発表会なども中止し、悔しい思いもしました。後半

は、身近にコロナ感染の報告もなく安定しています。ただ、現在、 

オミクロン株の感染拡大が心配されています。感染予防の対策は 

変わりません。引き続き、私たちの周りから感染者が出ないよう、 

感染防止の意識を高くもち、新しい生活様式を継続しましょう。 

 

 さて、現在の新校舎の様子です。この１ヶ月程は、余り変わって 

いないように見えます。しかし、２学期が始まった頃と比べたら大きな変化です。１日１日で

は違いが感じられなくても、４ヶ月の間には、本当に大きな差です。現在の新校舎の中も撮影

してもらいました。外観は変化ないようでも、毎日、確実に進んで、完成に近づいています。 

 金次郎が大切にしていた考え「積
せき

小為
しょうい

大
だい

」を思い出します。「小さな事を積み重ねて、大き

な事を為す」という意味です。地道なこと・目立たないことに手を抜かず、コツコツと繰り返

すことで、夢を実現したり、目標を達成したりできるということを言っています。 

 ２学期は、82 日間の登校日でした。仲間と協力しながら、毎日の授業はもちろん、各種活

動や行事、部活動に熱心に取り組みました。３年生は、卒業後の進路決定に向け、悩みながら

も、自分の生き方を考えたり、努力したりしている毎日だと思います。 

  成長期の中学生は、体が大きくなったり、体力がついたり、目に見える変化もあれば、学力

がついたり、人に優しくなれたりといった、内面の変化や成長もあったはずです。 

 時には、自分が期待する結果に至らなかったこともあったかもしれませんが、自分なりに

日々頑張った結果として今があるはずです。今の自分自身を認め・褒め、一緒に生活してくれ

た仲間や、支えてくれた家族や先生方に感謝して、2021 年を笑顔で終えましょう。 

 

 今年の流行語年間大賞は、大谷選手の「リアル二刀流／ショウタイム」 

でした。すごい活躍でした。また、Ａｄｏの「うっせぇわ」が流行語トッ 

プテンに選出されました。「はぁ？うっせぇうっせぇうっせぇわ あなたが 

思うより健康です 一切
いっさい

合切
がっさい

凡庸
ぼんよう

な あなたじゃ分からないかもね」とい 

う歌詞がＴＶで流れ、私は、特に「一切合切凡庸」が耳に残りました。 

「歌詞の『あなた』って、自分のこと？」と思いました。 

 「一切合切凡庸」の意味は分かりますか。 一切合切は、「全部。残らず。 

すべてのもの。」凡庸は、「平凡で、特にすぐれたところのないこと。普通。 

凡人。」です。 

 みなさんはやはり、凡庸にはなりたくないと思いますか？大谷選手のようになれたらすごい

ですよね。大谷選手は、もちろん平凡ではなく「非凡」な才能をもった選手ですね。 

 私は若い頃、好きな言葉は？と聞かれ「平凡」と答えていました。ノーベル文学賞作家のア

ンドレ・ジッドの言葉「平凡なことを平凡な気もちで、毎日実行することが、すなわち非凡な
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のである」に共感したからです。非凡にはもちろん憧れます。しかし、平凡を疎かにせず、日々

繰り返すことで非凡な才能が花開くのだと思います。「積小為大」ですね。 

 

 中学生になり、テストで順位が明らかになったり、部活動で実力差が出たり、自分の容姿や

体型が気になったり・・・そして、義務教育が終われば進路はそれぞれに。いろいろなことが

見えたり気付いたりしているのではないでしょうか。悩みも多いはずです。 

 先月、定期テストの翌朝、男子生徒二人が校長室前廊下を歩きながら話していました。一人

が「昨日、テストあったじゃん、俺、もう終わった」と友人に話していました。その後、友人

が、どう答えたかは聞こえませんでした。あなたならどう声を掛けてあげますか。 

 言った本人も、このまま終われないことや逃げられないことは分かっています。そして、自

分らしく、自分の目標に向かって生きるしかないことや、できることをやるしかないことも理

解しているはずです。「みんな仲良く一緒に」ではなく、「みんな違う、それぞれ異なる生き方

をする」のです。そして、一人一人適性を考え、それぞれの特徴や長所を活かして、協力し合

い支え合って社会が成り立つのです。 

 廊下を歩いていた男子生徒には、他と比べることなく、自分はどんな存在としてどう生きて

くのか、一足飛びには目標まで成長できないので今どうすればよいのかを考え、未来を見据え

て前向きに・日々できることを大切にしてほしいな、と思いました。また、周りのいろいろな

個性をもった、それぞれの存在を互いに認め合い、協力しながら級友を大切にしてほしいと感

じました。 

 

 新しい年に向かって、今年の反省や来年の目標や夢を考える今、 

大きな節目、自分を変える・成長させるチャンスでもあります。 

３学期の始業式には、やる気いっぱい・元気いっぱい、笑顔いっ 

ぱいのみなさんと会えることを楽しみにしています。 

 皆さんよいお年を…終業式の話を終わります。 

 

                          12 月 15 日(水) 

                            

北校舎(家庭科室、理科室)、新校舎(教室黒板側)の写真です。北校舎は、家具が設置されまし

た。新校舎は、各教室が壁で仕切られ、天井裏の配管、配線工事が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者様へ 冬季休業中のお願い】 

 年末年始の休業期間（12月 29日(水)から１月３日(月)まで）は、中学校に職員は勤務して

いません。重大事故（命に関わるような事故が起き、子どもが救急搬送された）や重大事件（警

察が介入した子どもに関わる事件が起きた）が発生し、学校に連絡を取る場合は、市役所

（43-2111）に連絡をお願いいたします。なお、生徒本人や家族が新型コロナウイルスの感染

者・濃厚接触者となり、保護者の御厚意により学校に連絡をいただける場合も市役所に連絡を

お願いいたします。教育委員会を経由して学校に連絡が入ることになっています。その後、学

校から連絡をとらせていただきます。 

 これ以外のことについては、休日明けに学校へ連絡をお願いいたします。 


